
《整備効果》《諸元等》

国道２０１号 八木山バイパス【直轄】 道路－１
や      き    やま

《路線位置図》

資料：交通事故統合データベース
（R2～R5）

▲ 八木山バイパス

(篠栗IC～穂波東IC)
の正面衝突事故発生割合

H30.1.10
積雪時

約 7 時間通行止め 至 福岡市

至 行橋市 （篠栗IC付近） 

【写真 ①】スタック車両の発生状況

至 福岡市

至 行橋市

H28.8.31
正面衝突事故

約 6 時間通行止め

（穂波西IC付近） 

【写真 ②】正面衝突事故の発生状況

〇当該道路の整備により、片側２車線の信頼性の高いネットワークが構築
 され、積雪時や交通事故による交通規制リスクを軽減

福岡県

　八木山バイパス

《位置図》
や     き  やま
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資料：国土交通省

▲八木山バイパス(篠栗IC～穂波東IC)の
通行規制発生状況

（回/年）

増加傾向

1回あたりの
通行規制時間

約90分（R6年度平均）

■国道２０１号八木山バイパスは、福岡都市圏と筑豊地域を結ぶ国道２０１号の２車線区間を４車線化することにより、交通ボトル

ネックを解消し、信頼性の高いネットワークを構築するとともに、対面通行区間を解消し、安全・安心の確保を目的とする４車線

拡幅事業。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事、橋梁上部工工事

を実施することで、筑穂ＩＣ～穂波東ＩＣ間の令和１１年度の開通を確実にし、道路ネットワークの整備・機能強化を推進。
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八木山バイパス(篠栗IC～穂波東IC)の大型車交通量
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▲
資料：一般交通量調査（H26～R6）、

R7.4有料時は料金収受データ

大型車が占める割合としては
増加傾向

※有料道路事業と公共事業の組み合わせによる整備方式

きたきゅうしゅう
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凡 例

【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】



今宿道路

Ｎ

福岡県

《諸元等》《位置図》

《路線位置図》

■国道４９７号今宿道路は、西九州自動車道の一部を構成し、九州北西部地域の地域経済の活性化、高速定時性の確保等に

寄与するとともに、周辺地域の交通混雑の解消を目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事を実施することで、

道路ネットワークの整備・機能強化を推進。

いま   じゅく

糸島市役所
旧二丈庁舎

《整備効果》

延長0.2km 延長11.3km

所要時間の変化

※令和３年度 全国道路・街路交通情勢調査（混雑時旅行速度）を基に、
糸島市役所旧二丈庁舎から最寄りの三次救急医療施設にて算出

今宿道路整備なし
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約56分

今宿道路整備あり

約23分

約33分
短縮！

○当該道路の整備により、三次救急医療施設への搬送時間
の短縮（約56分⇒約23分）が図られ、定時性の向上により
安定的な搬送を確保。

○当該道路の整備により、一般道に災害があった場合でも、
強靱で信頼性の高いネットワークを構築

国道４９７号 今宿道路【直轄】
いま   じゅく

▲H22.7.13 道路冠水

（糸島市加布里地区）

▲H22.7.13 法面崩壊

（糸島市二丈浜窪地区）

事業中区間
自動車専用道路

一般国道

主要地方道、一般県道

凡 例

洪水浸水想定区域

土砂災害危険区域
津波災害警戒区域

延長3.0km
事業中
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三次救急医療施設
福岡大学病院

いとしま にじょうはまくぼいとしま か ふ り

【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】

事 業 区 間

延 長
全 体 事 業 費
Ｒ ７ 補 正 

：

：
：
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福岡県福岡市西区拾六町

～糸島市二丈福井

２３．３ｋｍ
２，７９１億円

１３．９億円（事業費）
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今宿道路
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高田中学校

撮影位置

高田小学校

福岡２０９号 交通安全対策【直轄】 道路－３
【生活の安全保障・物価高への対応】

■当該箇所は、近傍に高田小学校及び高田中学校が立地し、児童・生徒の通学路として利用されているが、歩道が片側しか整

備されておらず、歩行者等の安全な通行が確保されていない状況。

■本事業は、歩道の新設を行うことにより児童や歩行者の安全・安心な歩行空間の確保を行う事業。

■通学路等の安全な通行を確保するため、補正予算の充当により、今福歩道整備の改良工事を実施することで合同点検結果

等を踏まえた交通安全対策を推進。

た か た た か た

いま ぶく

〇国道２０９号 今福歩道整備
《位置図》

事業箇所

《諸元等》

事 業 区 間 ：福岡県みやま市高田町今福

延 長 ： ０．５ｋｍ

Ｒ ７ 補 正 ： ２．０億円

《計画横断図》
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福岡３号 電線共同溝【直轄】
【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】

■無電柱化は、防災、安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図ることを目的として事業を推進。

■補正予算の充当により、当該箇所の無電柱化を推進することで、災害時における緊急輸送道路の機能確保並びに安全で快適
な歩行空間の確保を図るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援。

道路－４

《対策イメージ》

歩道空間の確保

緊急輸送道路の機能確保

良好な都市景観の形成

《整備効果》
○災害等による電柱の倒壊がなくなることで、安定したライフラインの供給
が可能となり、防災空間としての機能拡大が期待。

○歩行空間が確保されることで、安全で快適な通行が可能。

○国道３号 吉塚・榎田地区電線共同溝 《現地状況写真》

《位置図》

吉塚・榎田地区電線共同溝

３

福岡県

事業区間：福岡県福岡市博多区吉塚８丁目

～福岡市博多区榎田１丁目

延 長：２．６ｋｍ
全体事業費： ３７億円
Ｒ ７ 補正：２．７億円

よ し づ か

え の き だ

ふくおか ふくおか

ふくおか はかた

《諸元等》
はかた

よしづか えのきだ

《路線位置図》

都市景観の阻害

狭隘な歩行空間

道路閉塞の恐れ

◎電線共同溝とは、道路の地下空間を活用して電力線、通信線等をまとめて収容する手法



■福岡国道事務所は、一般国道３号、２０１号、２０２号、２０８号、２０９号、２１０号の６路線、管理延長約３００ｋｍの維持管理を実
施。

■２０５０年カーボンニュートラルの実現に向けた道路の脱炭素化及び二酸化炭素排出量の削減を図るため、 補正予算の充
当により、福岡国道事務所管内に設置している道路照明において、道路照明のLED化により、 道路施設の省エネルギー化
を推進。

福岡 維持管理（省エネ・再エネ活用（ＬＥＤ化））【直轄】
【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】

《諸元等》

事業区間 ：福岡国道事務所管内

延 長 ：約３００ｋｍ

Ｒ ７ 補 正 ：１．１８億円（事業費）

《現地状況写真》《位置図》 福岡国道事務所管内

《対策イメージ》

道路－５

ＨＩＤランプ

ＬＥＤランプ



福岡県

■主要地方道筑紫野古賀線は、新原工業団地等（物流倉庫・建設資材関連製品等）から九州縦貫自動車道福岡ＩＣへのアクセス

強化等を目的とする道路。当該箇所を４車線化することにより、慢性的な交通混雑を解消し、重要物流道路としての機能を強化

することで、物流ネットワークの確保を目的とする事業。

■迅速かつ円滑な物流・人流を確保するため、補正予算の充当により、改良工事を実施することで、地域を支える産業等の生産

性向上に寄与し、日本経済の成長につながる道路の整備を推進。

（主）筑紫野古賀線（須恵工区）【補助】 道路－６

《位置図》 《路線位置図》

事業箇所

至 筑紫野市

《現地状況写真》

至 古賀市 写真①

○新原工業団地をはじめとする
周辺の工業団地から九州縦
貫自動車道へのアクセスが

強化（渋滞解消等）されること
で、輸送コストの縮減や物流
の効率化が図られ、地域経
済の活性化や産業振興が期
待される。

《整備効果》

《諸元等》

○事 業 区 間 ： 福岡県糟屋郡

須恵町新原～植木

○延 長 ： ３．６ｋｍ

○全体事業費 ： ９０．０億円

○R  ７ 補 正 ： １．１億円（事業費）

福岡IC

至 古賀市

至 筑紫野市

至 筑紫野市

至 古賀市
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う え きす え ま ち し ん ば る

福岡県

至 古賀市

筑紫野古賀線（須恵工区）
延長 3.6㎞

新原工業団地

早見工業団地
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【生活の安全保障・物価高への対応】
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国道２０８号 大川佐賀道路【直轄】
おお  かわ  さ  が

■国道２０８号大川佐賀道路は、重要港湾三池港、九州佐賀国際空港などの広域交通拠点及び有明海沿岸の都市群を連携す

る高規格道路「有明海沿岸道路」の一部を構成する道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事、橋梁下部工工

事、橋梁床版工事を実施することで、諸富ＩＣ～(仮称)川副IC間の令和８年度の開通を確実にし、道路ネットワークの整備・機

能強化を推進。

おお かわ   さ     が み    いけ あり   あけ   かい   さ が

あり   あけ   かい   

《位置図》

大川佐賀道路

福岡県

佐賀県

《整備効果》

〇当該道路の整備により、浸水時の避難経路や災害時の人命
救助活動・物資の輸送を行うための緊急輸送道路としての
機能を期待

写真① 佐賀駅バスセンター前 写真② JR佐賀駅前

＜浸水状況写真：令和元年8月豪雨＞

◆浸水時横断イメージ図 （諸富IC～（仮称）川副IC）

  おお かわ  おお の しま     か  せ まち

事 業 区 間

延 長

全体事業費

Ｒ ７ 補 正

：福岡県大川市大野島～佐賀県佐賀市嘉瀬町

： ９．０ ｋｍ

： ９８６億円

： ９．５億円（事業費）

（うち福岡県０．０億円、佐賀県９．５億円）

《諸元等》

《路線位置図》
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お
か
わ
ひ
が
し

や
な
が
わ
に
し

や
な
が
わ
ひ
が
し

三橋IC
みつはし

とくます

やまときた

大和南IC
やまとみなみ

佐賀県

佐賀市

福岡県

大川市
大木町

筑後市

柳川市

みやま市

やながわ

ちくご

おおかわ

おおき

さが

Ｎ

凡 例
浸水した場合に想定される水深

(ランク別)

0.5m未満の区域

0.5～3.0m未満の区域

3.0～5.0m未満の区域

5.0～10.0m未満の区域

10.0～20.0m未満の区域

20.0m以上の区域

市町境界

河川等範囲

浸水想定区域の指定の
対象となる洪水予報河川
および水位周知河川

写真①

写真②

至 

鹿
島
市

か
し
ま

至 大牟田市
おおむた

大川佐賀道路 延長9.0km
おおかわ さ  が

福
岡
県
大
川
市
大
野
島

(自)

お
お
か
わ

お
お 

の 

し
ま

開通済み

事業中区間出典：「ハザードマップポータルサイト」

佐
賀
県
佐
賀
市
嘉
瀬
町

(自)

か

せ

さ

が

※「ハザードマップポータルサイト」を加工して作成

(仮)嘉瀬IC
か せ

(仮)鍋島IC
なべしま

(仮)嘉瀬北IC
か せ き た

(仮)佐賀JCT
さ が

令和8年度
開通予定

道路－７
【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】

もろ どみ かわ そえ

もろ   どみ かわ そえ



■国道４９７号伊万里道路は、西九州自動車道の一部を構成し、九州北西部地域の地域経済の活性化、高速定時性の確保等
に寄与するとともに、伊万里地域の幹線道路である国道２０２号の代替機能確保を目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事を実施することで、
道路ネットワークの整備・機能強化を推進。

国道４９７号 伊万里道路【直轄】
道路－８い ま り

い ま り

い ま り

○並行する国道２０２号には、土石流氾濫区域、急傾斜地危険区域
が存在しており、平成１８年９月には大雨による大規模な地すべり
災害により、７日間の全面通行止めが発生。

○当該道路の整備により、国道２０２号の代替路を確保し、災害時に
おける信頼性の高い道路ネットワークの機能強化を推進。

《位置図》 《整備効果》《諸元等》

事 業 区 間

延 長
全 体 事 業 費
Ｒ ７ 補 正 

：

：
：
： 

佐賀県伊万里市南波多町府招

～同市東山代町長浜

６．６ｋｍ
４２９億円

１２．１億円（事業費）

伊万里中IC
（仮称）

楠久IC 
(仮称)

山代久原IC

伊万里西IC
（仮称）

今福IC

長崎県

松浦市

佐世保市 武雄市

多久市

佐賀県

伊万里市

唐津市

玄海町

小城市

佐賀市

糸島市 福岡県

多久IC

多久原IC

浜玉IC

二丈鹿家IC

唐津IC

唐津千々賀山田IC
北波多IC

南波多谷口IC

伊万里東府招IC

至 

福
岡
市

至 

佐
世
保
市

202

203

204

204

202

延長 6.6km
伊万里道路
い ま り

い    ま    り  みなみ は  た ちょう  ふまねき

ひがしやましろちょうながはま

南波多谷口 IC

延長 6.6km

至 福岡市

伊万里市

伊万里道路楠久IC
(仮称)

伊万里中IC
(仮称)

伊万里西IC
(仮称)

伊万里
東府招

IC

伊万里市役所

整備前ルート

迂回ルート

整備後ルート

※ 伊万里道路は設計速度(80km/h)、その他の道路はR3全国道路・街路交通情勢調査の混雑時旅行速度を用いて所要時間を算出

国見台西
交差点

南波多
水溜交差点

【整備前】※

21分

【整備後】※

19分

【迂回時】※

24分

《 地すべり災害被災状況写真（H18.9） 》

被災延長 約150ｍ

至 

福
岡
市

至 

佐
世
保
市

高規格道路
一般国道

凡 例

事業中区間

い ま り

地すべり災害による
通行止め

H18.9.16 13:10
～H18.9.23 13:00

至 武雄市

202
至 佐世保市

至 
佐
世
保
市

【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】

高規格道路

一般国道

主要地方道

一般県道

市道 等

凡 例

事業中２車線 土石流
氾濫区域
急傾斜地
危険区域
防災点検
要対策箇所
災害による
通行規制箇所

４車線

《路線位置図》



■一般国道３４号は、佐賀県鳥栖市を起点とし長崎県長崎市に至る全長約１４０ｋｍの主要幹線道路であり、第一次緊急輸送道
路に指定。

■通行止めが長期化する渡河部の橋梁流失等の災害リスクに対し、国道３４号嘉瀬橋（下り）において、支承補強等の工事を実
施し、道路構造物の流失防止対策を推進。

佐賀３４号 維持管理（橋梁流失）【直轄】 道路－９
【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】

橋 梁 名 ： 嘉瀬橋（下り）

対策箇所 ： 佐賀県佐賀市鍋島町地区

延 長 ： ５１８．８ｍ

Ｒ７ 補 正 ： １．６億円（事業費）

《現状》 《対策イメージ》

《諸元等》《位置図》 《平面図》

佐賀県

事業箇所

事業箇所

至

鳥
栖
市

至

長
崎
市

【近景】【全景】

嘉瀬橋（下り）

至

長
崎
市

至

鳥
栖
市

か せ ば し

な べ し ま ま ち

さ が と す な が さ き な が さ き

か せ ばし

さ が さ が



■佐賀福富道路は、有明海沿岸道路の一部を構成し、国道４４４号の交通混雑の緩和や交通安全の確保を図るとともに、
災害発生時の救急・救援物資の輸送機能の強化、医療施設へのアクセス性の向上などを目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、橋梁下部工、道路改
良工を実施することで、道路ネットワークの機能強化を推進。

○渋滞による高次医療施設への搬送の遅延が減少するとともに走行性向
上による安全な搬送が期待される。

○災害時における航空輸送施設に指定されている九州佐賀国際空港や
防災航空センターへのアクセス性を強化し、迅速な救援・救助、復旧・供給
活動を支援する。

《位置図》

《路線位置図》

《整備効果》

《諸元等》 《現地状況写真》

事 業 区 間

延 長

全体事業費

Ｒ ７ 補 正

佐賀県

佐賀福富道路

福岡県

長崎県

：佐賀県佐賀市嘉瀬町中原

～白石町福富下分

：１０．５ｋｍ

：６２７億円

：７．６億円（事業費）

さ が か せ まち なかばる

しろいしちょう ふくどみ しもぶん

▲佐賀県医療センター好生館HPより

航空輸送施設（指定）
九州佐賀国際空港、防災航空センター

三次救急救命センター
佐賀県医療センター好生館

武雄北方IC

有明海沿岸道路

白石町

(佐賀県区間)

大川佐賀
道路

佐賀福富
道路

福富鹿島
道路

小城市

多
久
Ｉ
Ｃ

東
脊
振

Ｉ
Ｃ

九州佐賀
国際空港

大川市

柳川市

佐賀市

(仮)佐賀JCT

佐
賀
大
和

Ｉ
Ｃ

Ｎ

凡　　例

開 通 区 間

事業中区間

調査中区間

佐賀県医療センター
好生館

鹿島市

▲佐賀県防災航空センター

至 大川市

至 小城市

▲現道（国道444号）の混雑状況

写真撮影箇所
及び撮影方向

207
207

203

444

34

34

264

出典：国土地理院ウェブサイト

開 通 区 間

事業中区間

調査中区間

凡例(地高)

208

さ が かせまち なかばる

しろいしちょうふくどみしもぶん

(起)佐賀市嘉瀬町中原

(終)白石町福富下分

あしかり

芦刈IC

く ぼ た

さ が ふくどみ

佐賀福富道路
延長10.5km 有明海沿岸道路

大川佐賀道路

さ が

佐賀唐津道路

佐賀道路

佐賀県医療センター
好生館

至 大川市

至 鹿島市

至 唐津市

さ が からつ

さ が

ありあけかい

おおかわさが

久保田IC

※白石町方面から佐賀県医療センター好生館までのルート

整備後ルート※

整備前ルート※

【写真①】

さ が ふく どみ あり あけ かい えんがん

さがふくどみ

おぎ

おおかわ

国道４４４号 佐賀福富道路【補助】
さ が ふ く ど み

【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現 】
道路－１０

【写真②】

嘉瀬南IC

至 唐津市 至 大川市
からつ おおかわ

至 鹿島市
かしま

（仮）佐賀JCT

▲嘉瀬南IC～（仮）佐賀JCTの整備状況

おおかわ

からつ

かしま

ふくどみ

福富IC

ふくどみきた

福富北IC

(仮)佐賀JCT

嘉瀬南IC
か せ みなみ

あしかり みなみ

芦刈南IC



○国道５７号森山拡幅は、島原半島と諫早市を結ぶ島原道路の一部を構成し、諫早市内及び周辺部の交通混雑の緩和及び交通
安全の確保を目的とする道路。

○災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事、橋梁床版工事を
実施することで、道路ネットワークの整備・機能強化を推進。

《位置図》

《路線位置図》

《整備効果》

森山拡幅

長崎県

《諸元等》

事 業 区 間

延 長
全体事業費
Ｒ ７ 補 正 

：長崎県雲仙市愛野町乙

～諫早市長野町
：７．６ｋｍ
：６４９億円
：９．２億円（事業費）

うん  ぜん    あい  の   まち  おつ

いさ   はや   なが  の  まち

写真①

撮影日：H9.7.12

▲ 大雨による国道57号の路面冠水状況

至 長崎市

至 島原市

写真②

撮影日：H26.7.3
▲ 大雨による国道57号周辺地域の浸水状況

至 長崎市

至 島原市

国道57号
森山拡幅
計画高

（3m～12m)

浸水による
通行不能箇所が発生
（浸水の深さ：0m～3m）

▼浸水被害時（イメージ）

国道57号
現道

路面高
(1.6m～2.4m)

○並行する国道57号は、洪水浸水想定区域に指定されている。

また、路面冠水による全面通行止めが過去に発生。

○森山拡幅の整備により、洪水浸水被害に強い緊急輸送道路とし

て機能。

もり やま

写真①
写真②

森山東IC

もり やま

※資料：長崎県ホームページ 洪水浸水想定区域図

森山拡幅
延長7.6km

もり やま

雲仙市愛野総合支所森山西IC

事業区間の約７割が
浸水想定区域内

▼森山拡幅周辺の浸水想定区域
もり やま

至 

島
原
市

至 

長
崎
市

（仮）尾崎IC

国道５７号 森山拡幅【直轄】
もり  やま

【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】

道路－１１

もり  やま しま  ばら いさ  はや  しま   ばら いさ はや

森山拡幅
延長7.6km

もり  やま
瑞穂吾妻
バイパス

出平有明
バイパス

至 

長
崎
市

至 佐賀県

開通済（2車）

高規格道路（有料）

ＩＣ・ＪＣＴ

開通済

事業中

高規格道路（有料以外）

調査中

ＩＣ・ＪＣＴ

開通済（4車）

事業中

凡 例
一般国道

国管理

県管理

有明瑞穂
バイパス

みずほ    あづま あり あけ  みずほ いでひら ありあけ

南島原市

島原市

雲仙市
島原IC
しまばら

島原道路 約50ｋｍ

※未開通区間のＩＣ名は仮称

小
船
越
IC

お
ぶ
な
こ
し

吾
妻
東
IC

あ
づ
ま 

ひ
が
し

長崎

多良見IC
た     ら    み

なが  さき



《位置図》 《整備効果》《諸元等》

松浦佐々道路

長崎県

《路線位置図》

○並行する国道２０４号は、過去に法面崩壊が発生
○当該道路の整備により、国道２０４号の代替路を確保し、
土砂災害に強い道路ネットワークを構築

写真②

国道４９７号 松浦佐々道路【直轄】
まつ    うら  さ ざ

写真①

国道204号法面崩壊の状況（提供：長崎県）

：土砂災害危険区域

写真②

写真①

松浦佐々道路 延長19.1km

（R1.8） （R5.9）

松浦IC～平戸IC
令和7年12月14日開通

■国道４９７号松浦佐々道路は、西九州自動車道の一部を構成し、九州北西部地域の地域経済の活性化、高速定時性の確保等

に寄与するとともに、北松地域の唯一の幹線道路である一般国道２０４号の代替機能確保を目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事、橋梁上・下部工

工事を実施することで、道路ネットワークの整備・機能強化を推進。

ほく  しょう

まつ  うら  さ   ざ

事 業 区 間

延 長
全 体 事 業 費
Ｒ ７ 補 正 

：

：
：
： 

長崎県松浦市志佐町

   ～北松浦郡佐々町沖田免

１９．１ｋｍ
１，１３０億円
２８．３億円（事業費）

ま つ う ら      し   さ   ちょう

き た ま つ う  ら   さ     ざ   ちょう お き  た  めん

まつ  うら   さ  ざ

まつ うら さ ざ

【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】

道路－１２

松浦佐々道路

延長19.1km

至 佐世保市 至 伊万里市

松浦IC～平戸IC
令和7年12月14日開通



長崎３４号 電線共同溝【直轄】

■無電柱化は、防災、安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図ることを目的として事業を推進。

■補正予算の充当により、当該箇所の無電柱化を推進することで、災害時における緊急輸送道路の機能確保並びに安全で快適
な歩行空間の確保を図るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援。

道路－１３

《対策イメージ》

歩道空間の確保

緊急輸送道路の機能確保

良好な都市景観の形成

《整備効果》
○災害等による電柱の倒壊がなくなることで、安定したライフラインの供給
が可能となり、防災空間としての機能拡大が期待。

○歩行空間が確保されることで、安全で快適な通行が可能。

○国道３４号 杭出津地区電線共同溝

事 業 区 間 ：長崎県大村市杭出津２丁目

～長崎県大村市水主町２丁目

延 長：１．２ｋｍ

全体事業費： ２２億円

Ｒ ７ 補正：１．８億円

お お む ら く い で つ

か こ ま ち

な が さ き

な が さ き お お む ら

杭出津地区電線共同溝

長崎県

くい で づ

《現地状況写真》

《位置図》

《路線位置図》

《諸元等》
都市景観の阻害

道路閉塞の恐れ狭隘な歩行空間

【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】

◎電線共同溝とは、道路の地下空間を活用して電力線、通信線等をまとめて収容する手法



■ 一般国道３５号は、佐賀県武雄市を起点とし長崎県佐世保市に至る全長約３５ｋｍの主要幹線道路であり、第一次緊急輸送道
路に指定

■予防保全型インフラメンテナンスへの転換を図るため、補正予算の充当により、国道３５号佐世保市日宇地区において、支承取
替工等を実施することで、早期に対策が必要な道路施設の老朽化対策を集中的に実施。 

長崎３５号 維持管理（老朽化対策 橋梁修繕）【直轄】 道路－１４
【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】

さ  が た け お な が さ き さ  せ ぼ

《諸元等》《位置図》 《平面図》

《現状と対策イメージ》

長崎県
事業箇所

橋  梁  名 ： 第一日宇橋

対策箇所 ： 長崎県佐世保市日宇地区

延 長 ： ２７．２ｍ

Ｒ７ 補 正 ： １．５億円（事業費）

だ い い ち ひ  う  ば し

さ  せ  ぼ ひ    う
事業箇所

さ  せ ぼ ひ う

支承の腐食 床版の損傷 断面修復支承取替



【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現 】

国道２５１号 出平有明バイパス【補助】 道路－１５
い で ひ ら あ り あ け

：長崎県島原市出平町

～島原市有明町

：長崎県

： ３．４ｋｍ

： １６０億円

： １２.３億円（事業費）

《位置図》 《諸元等》

事 業 区 間

事 業 主 体

延 長

全体事業費

Ｒ ７ 補 正長 崎 県

出平有明バイパス
いでひらありあけ

■国道２５１号出平有明バイパスは、島原道路の一部を構成し、島原半島地域から九州横断自動車道や長崎空港へのアク

セス向上を図るとともに、搬送時間短縮による救急医療体制の強化や島原半島地域と長崎・県央地域との連携強化、

国道２５１号の危険箇所回避による災害時の代替路確保を目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、道路改良や橋梁工事を

実施することで、道路ネットワークの機能強化を推進。

い で ひ ら あ り あ け

しまばら いでひらまち

しまばら ありあけちょう

《平面図》

《現地状況写真》

【時間短縮効果】

○島原半島地域から九州横断自動車道までの所要時間短縮や定時性確保による
農業や観光などの地域産業の支援が図られる。

○島原半島地域から第３次救急医療施設への搬送時間の短縮が図られる。
○災害時の救急活動や緊急物資の円滑な輸送に寄与。

《整備効果》

至 雲仙市

至 南島原市

至 南島原市

至 雲仙市

うんぜん

みなみしまばら

みなみしまばら

うんぜん

●島原道路全線開通（南島原市深江町～
諫早IC：約50km）により90分から40分に短縮

【写真①】 【写真②】



町道西時津小島田線 交通安全対策【補助】
道路－１６

出典：地理院地図

○令和３年度通学路合同点検で抽出された道路管理者による対策必要箇所において、通学路等の安全な通行を

確保するため、補正予算の充当により、町道西時津小島田線をバイパスとして整備することで、学校等が実施するソフト対策の強化と一

体となった交通安全対策を推進。

《長崎県時津町通学路緊急対策推進計画》

○Ｒ7補正：２億円（事業費）

《位置図》

《横断図》

《代表事例》

○路線名：町道西時津小島田線

○事業箇所：長崎県西彼杵郡時津町浜田郷

○整備延長：L=0.68km

○事業主体：長崎県時津町

対策内容

【道路管理者】

・バイパス整備

・歩道整備

【学校・地元住民など】
・学校による安全教育
（内容の拡充）

・ボランティアによる見守り活動

+

《平面図》

対策前（現道）

対策後（バイパス）

車道が狭く、歩行者が近い

小学生が狭い歩行空間を通行する必要があるため危険

写真① 写真②

《現地状況写真》

事業箇所
BP整備

写真③
国道207号

文

時津東小

にしそのぎぐん とぎつちょう

町道西時津小島田線

長崎県

←至 国道206号

通学路

出典：地理院地図

はまだごう

に し と ぎ つ こ し ま だ

とぎつちょう

に し と ぎ つ こ し ま だ

に し と ぎ つ こ し ま だ

至 長崎市

ﾊﾞｲﾊﾟｽ整備前
車両通行ﾙｰﾄ

ﾊﾞｲﾊﾟｽ整備後
車両通行ﾙｰﾄ

時津東小学校

写真①写真②

通学路

とぎつひがし
文

国道207号

通学路

ﾊﾞｲﾊﾟｽ整備前車両通行ルート

ﾊﾞｲﾊﾟｽ整備後車両通行ルート

出典：時津町都市計画図

至 長崎市

に し と ぎ つ こ し ま だ
【生活の安全保障・物価高への対応】



■国道５７号大津道路・大津熊本道路・熊本環状連絡道路は、大分市と熊本市を結ぶ中九州横断道路の一部を構成し、沿線地
域の産業発展や地域活性化に寄与するとともに、災害に強いネットワークの構築を目的とする道路。

■物流・人流の速達性向上のため、補正予算の充当により、国道５７号大津道路、熊本環状連絡道路において調査設計、大津
熊本道路（大津西～合志）において改良工事、 大津熊本道路（合志～熊本）において改良工事、橋梁下部工事を実施すること
で、地域を支える産業等の生産性向上に寄与し、日本経済の成長につながる道路の整備を推進。

国道５７号 大津道路・大津熊本道路（大津西～熊本）・熊本環状連絡道路【直轄】
おお づ おお づ くま もと おお づ にし くま もと くま もと

おお づ おお づ くま もと なかきゅうしゅう

《位置図》 《整備効果》《諸元等》

【生活の安全保障・物価高への対応】

○大津道路、大津熊本道路、熊本環状連絡道路沿線地域※は製造品出
荷額が県内第１位の工業地域であり、半導体関連工場や二輪四輪車

関連工場等が集積。新たな工業団地の開発も進んでいる。

○広域道路ネットワーク整備により、走行性の向上と所要時間の短縮が
図られ、沿道地域の更なる産業発展、地域活性化に期待。

▼沿線への世界最大手半導体メーカーの進出(R6.2.24開所)

※：菊池市、合志市、菊陽町、大津町
きく ち こう し きくよう まち おお づ まち

おお づ おお づ くま もと くま もと かん じょう れん らく一般国道５７号
大津道路
大津熊本道路（大津西～合志）
大津熊本道路（合志～熊本）
熊本環状連絡道路

熊本県

《路線位置図》

おお づ くま もと おお づ

おお づ くま もと こう し くま もと

くま もと

くま もと おお づ にし こう し

写真 世界最大手半導体メーカー
（第一工場・第二工場）

投資額 約3兆3,750億円
新規雇用者数 約3,400人以上予定

※投資額：R6.2.24時点、新規雇用者数：R6.7.4時点

(至)大分県

大津西IC(仮称)
おおづにし

(

至)

熊
本
市

R7.10撮影

世界最大手半導体メーカー

事 業 区 間 ：

延 長 ：

全 体 事 業 費 ：

Ｒ ７ 補 正 ：

熊本県菊池郡大津町大字高尾野

～熊本市北区下硯川町

２２．５km
大津道路：4.8km
大津熊本道路（大津西～合志）：4.7km
大津熊本道路（合志～熊本）：9.1km
熊本環状連絡道路：3.9km

２，１００億円
大津道路：340億円
大津熊本道路（大津西～合志）：310億円
大津熊本道路（合志～熊本）：530億円
熊本環状連絡道路：920億円

５０．３億円（事業費）
大津道路：1.0億円
大津熊本道路（大津西～合志）：4.0億円
大津熊本道路（合志～熊本）：43.7億円
熊本環状連絡道路：1.6億円

しもすずりかわまち

きく ち おお づ まち たか お の

道路－１７

385
970

1,727

2,487
2,914

3,2543,319
3,861

6,200
6,588

0

2,000

4,000

6,000

8,000

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

(人)▼新規立地企業数(累積) ▼新規雇用者数(累積)

10年で約6,600人増加
※業種問わず。増設した企業の雇用者も含む。

資料：菊池市、合志市、菊陽町、大津町提供 資料：菊池市、合志市、菊陽町、大津町提供
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0

30

60

90
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180

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

(社)

10年で165社進出
※業種問わず。増設も含む。



熊本５７号 電線共同溝【直轄】

■無電柱化は、防災、安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図ることを目的として事業を推進。

■補正予算の充当により、当該箇所の無電柱化を推進することで、災害時における緊急輸送道路の機能確保並びに安全で快適
な歩行空間の確保を図るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援。

道路－１８

《対策イメージ》

歩道空間の確保

緊急輸送道路の機能確保

良好な都市景観の形成

《整備効果》
○災害等による電柱の倒壊がなくなることで、安定したライフラインの供給
が可能となり、防災空間としての機能拡大が期待。

○歩行空間が確保されることで、安全で快適な通行が可能。

○国道５７号 大津地区電線共同溝
おおづ

事 業 区 間 ：熊本県菊池郡大津町大津

～熊本県菊池郡大津町室

延 長：３．８ｋｍ

全体事業費： ３９億円

Ｒ ７ 補正：１．５億円

お お づ ま ち お お づ

お お づ ま ち む ろ

く ま も と

き く ち

き く ち

く ま も と

熊本県

一般国道57号
大津地区電線共同溝

《現地状況写真》

《位置図》

《路線位置図》

《諸元等》
都市景観の阻害

道路閉塞の恐れ

狭隘な歩行空間

【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】

◎電線共同溝とは、道路の地下空間を活用して電力線、通信線等をまとめて収容する手法



■ 一般国道５７号は、大分県大分市を起点とし長崎県長崎市に至る全長約２２０ｋｍの主要幹線道路であり、第一次緊急輸送道
路に指定。

■切迫する大規模地震に備えるため、補正予算の充当により、国道５７号滝室橋において、橋脚補強工（RC巻立て）等の耐震補
強工事を実施することで、道路橋梁等の耐震補強を推進。

熊本５７号 維持管理（耐震補強）【直轄】 道路－１９
【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】

橋 梁 名 ： 滝室橋

対策箇所 ： 熊本県阿蘇市一の宮町坂梨地区

延 長 ： ８０．０ｍ

Ｒ ７ 補 正 ： ０．６億円（事業費）

《諸元等》《位置図》 《平面図》

《現状》 《対策イメージ》

おおいた おおいた ながさき ながさき

たきむろばし

熊本県

事業箇所

あ そ い ち の み や ま ち さ か な し

【全景】 【近景（橋脚）】 【橋脚補強（RC巻立て）】

至 大分市

至 熊本市

事業箇所

た き む ろ ば し



国道２６６号 大矢野道路【補助】
■ 国道２６６号大矢野道路は、熊本県熊本市と熊本県天草市を結ぶ熊本天草幹線道路の一部を構成し、天草地域と

熊本都市圏間の「９０分構想」の実現を目的とする道路。

■ 災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、橋梁下部工事、

トンネル舗装工事、道路改良工事等を実施することで、道路ネットワークの機能強化を推進。

《位置図》

《平面図》

《効果》

《諸元等》

《対策イメージ》

《現地状況写真》

事 業 区 間

延 長
全体事業費
Ｒ ７ 補 正

：熊本県上天草市大矢野町登立

～大矢野町上

お お や の あ ま く さ あ ま く さ あ ま く さ

大矢野道路

熊本県

お お や の ま ち か み

お お や の ま ち のぼり た てか み あ ま く さ

：３．４ｋｍ

：１７０億円
：８．１億円（事業費）

▲ 国道２６６号（現道）の渋滞状況 ▲ 国道２６６号（現道）大雨による冠水

至 宇土市

至 天草市

2

○災害、事故等に対する信頼性の高い道路ネットワークの形成。
○交通量の分散による慢性的な交通渋滞の緩和が期待
○水産物の輸送時間の短縮、定時性確保が図られ、海外販路の拡大が期待。
○観光地へのアクセスが向上し、観光客の増加が期待。

く ま も と

お お や の

おおやの

あまくさ

う と

あまくさ

う と

く ま も と

高速道路
国道

事業中区間

開通区間

対象区間

調査中区間

凡 例

写真②

写真①

冠水による
通行止めが発生

災害通行止め時などの
ダブルネットワークの発揮

×××

H27.6.11撮影H30.6.1撮影

熊本都市圏と熊本県内
主要都市の所要時間

※熊本県庁から天草市役所までの所要時間

現況：全線未整備、整備後：全線供用

約６０分短縮

道路－２０
【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】



■土砂災害等による道路の通行止めのリスクを解消するため、補正予算の充当により、第２次緊
急輸送道路である主要地方道 宮原五木線 八代市・五木村工区の落石対策工を実施すること
で、道路法面・盛土対策を推進

《位置図》

施工箇所

事業箇所：熊本県八代市東陽町、球磨郡五木村

延長 ：０．４４ｋｍ

全体事業費：１４．０億円

Ｒ７補正 ： ２．２億円

やつ しろ とう よう まち く ま いつ き むら

《諸元等》

五木村
中心部

球磨川水系（川辺川）
砂防事業

五木村工区

八代市工区

くま かわべ

いつきむら

やつしろ

県南拠点

主要地方道 宮原五木線
土砂災害対策道路事業

集落

集落

みやはらいつき

いつ きむら

《平面図》

《整備効果》

○砂防事業と連携して土砂災害による通行止めや道路寸断による集

落の孤立を防止し、安全な道路空間を確保する 。

《対策工法》

ｱﾝｶｰ工落石防護柵工

《現地状況写真》

法面状況

み や は ら い つ き

主要地方道 宮原五木線（八代市・五木村工区）土砂災害対策道路事業【補助】
道路－２１

【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】
や つ し ろ い つ き む ら

み や は ら い つ き や つ し ろ い つ き む ら

熊本県



■ 一般国道３８７号は、通学路に指定されているものの、通学者は狭い路肩部を通行している状況。安全かつ円滑な道路空
間を形成し、歩行者の交通安全の確保のため、補正予算の充当により無電柱化を推進。

《平面図》

《効果》

《諸元等》 《対策イメージ》

《現地状況写真》

事 業 区 間

道 路 延 長
全 体 事 業 費
Ｒ ７ 補 正

：熊本県合志市

：０．７５ｋｍ
：８．０億円
：２．０百万円（事業費）

こ う し

み よ し

➢大規模災害時における電柱倒壊による道路閉塞回避
➢救急救命・復旧活動に必要な交通機能の確保

凡 例

既事業箇所

事業箇所

人口集中地区（DID）

防災拠点

国道３８７号電線共同溝
延長 0.75km（上下）

341
県 道

至）合志市役所

至）熊本市

至）菊池市

i=2.00%i=1.00% i=1.00%

ゼ
ブ
ラ

K(仮) K(仮)

10.5010.50

現道部

i=2.00%

6300

21 000

3 500 750 3 000 3 250 3 000 3 250 750 3 500

枕 木

レ ー ルレ ー ル

敷 石敷 石

As
As

電線共同溝
電線共同溝

陸上自衛隊 第八師団

きくちし

くまもとし

387

※歩道整備等は他事業で実施

再春医療センター

合志楓の森小中学校

黒石原支援学校

一般国道
３８７号

《位置図》

一般国道３８７号（御代志工区） 電線共同溝【補助】
道路－２２

【生活の安全保障・物価高への対応】



■国道５７号竹田阿蘇道路は、大分市と熊本市を結ぶ中九州横断道路の一部を構成し、沿線地域の産業発展や地域活性化に 

寄与するとともに、災害に強いネットワークの構築を目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事、橋梁下部工工

事を実施することで、道路ネットワークの整備・機能強化を推進。

たけ    た      あ     そ なか  きゅう しゅう

《整備効果》《位置図》 《諸元等》

▲国道５７号の通行止め状況

至 熊本市

至 大分市

▲R4.9 台風14号の被災状況

○当該道路の整備により、並行する国道５７号の防災課題箇所を回避
する緊急輸送道路として機能。

写真①

至 熊本市

至 大分市

▲H24.7 九州北部豪雨の被災状況

写真②

国道５７号 竹田阿蘇道路【直轄】
たけ た   あ   そ

玉来川
たまらいがわ

【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】

事 業 区 間

延 長
全 体 事 業 費
Ｒ ７ 補 正 

：

：
：
： 

大分県竹田市大字会々

～熊本県阿蘇市波野大字小地野

２２．５ｋｍ
７６９億円

１５．３億円（事業費）
（うち熊本県 １．１億円

大分県１４．２億円 ）

たけ た                  あい あい 

あ  そ   なみ の  しょう ち の

道路－２３

《路線位置図》 凡  例

防災課題箇所

通行止め箇所

H24.7(豪雨)

H26.2(積雪)
H26.2(積雪)

R4.9 (台風)
（写真①） H24.7(豪雨)

（写真②）

至 熊本市

至 大分市

熊本県

大分県

◎
竹田市役所

たけ     た       あ       そ

事業中区間

調査中区間

高規格道路

一般国道

主要地方道

凡 例

対象区間

広域防災拠点
【熊本産業展示場
（グランメッセ熊本）】

広域防災拠点
【大分スポーツ公園】



写真②
R5.7被災

写真③
R5.7被災

写真④
R5.7被災写真①

R5.7被災

三光本耶馬渓道路
事業中

E１０

本耶馬渓耶馬溪道路
H24.3開通

国道212号（事業中区間付近の並行現道）では
豪雨等により、道路護岸崩壊等の災害が発生しており、
１年あたり  約８日間  の全面通行止めが発生※１

耶馬溪道路
R3.2開通

※１：H24～R6の災害実績

国道212号の災害時の代替路として耶馬溪道路、
本耶馬渓耶馬溪道路、三光本耶馬渓道路が一体的に機能

至 大分市

至 行橋市

至 

日
田
市

写真①：R5.7 道路護岸崩壊 写真②： R5.7 路肩洗堀 写真③：R5.7 道路護岸崩壊

：災害による全面通行止め ※１

《位置図》 《諸元等》 《整備効果》

《路線位置図》

至 日田市

至 中津市街

至

中
津
市
街

至

日
田
市

写真④：R5.7 路面冠水

至 日田市

至 中津市街

至

中
津
市
街

至

日
田
市

E１０

■国道２１２号三光本耶馬渓道路は、中津日田道路の一部を構成し、物流の効率化及び広域観光の振興を支援するとともに、災害

に強いネットワークの構築を目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事、橋梁下部工工事を

実施することで、道路ネットワークの整備・機能強化を推進。

さん   こう  ほん や  ば けい なか つ ひ  た

道路－２４国道２１２号 三光本耶馬渓道路【直轄】
さん   こう   ほん   や ば  けい

事業区間 ：大分県中津市三光西秣

～中津市本耶馬渓町落合

延              長： １２．８ ｋｍ

全体事業費： ７１１億円

Ｒ ７ 補 正 ： ８．２億円（事業費）

なか  つ    さん こう にしまくさ

なか  つ     ほん  や   ば  けいまち おちあい

【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】



大分１０号 電線共同溝【直轄】

■無電柱化は、防災、安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図ることを目的として事業を推進。

■補正予算の充当により、当該箇所の無電柱化を推進することで、災害時における緊急輸送道路の機能確保並びに安全で快適
な歩行空間の確保を図るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援。

道路－２５

《対策イメージ》

歩道空間の確保

緊急輸送道路の機能確保

良好な都市景観の形成

《整備効果》
○災害等による電柱の倒壊がなくなることで、安定したライフラインの供給
が可能となり、防災空間としての機能拡大が期待。

○歩行空間が確保されることで、安全で快適な通行が可能。

○国道１０号 鴛野 地区電線共同溝

事 業 区 間 ：大分県大分市大字鴛野
～大分県大分市大字鴛野

延 長：２．１ｋｍ

全体事業費： ２４億円

Ｒ ７ 補正：２．２億円

お お い た

大分県

一般国道１０号
鴛野地区電線共同溝

お お い た お し の

お お い た お お い た お し の

おしの

《現地状況写真》

《位置図》

《路線位置図》

《諸元等》

都市景観の阻害

道路閉塞の恐れ

狭隘な歩行空間

【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】

◎電線共同溝とは、道路の地下空間を活用して電力線、通信線等をまとめて収容する手法



大分５７号 維持管理（法面・盛土対策）【直轄】 道路－２６

《現地現状写真》

《位置図》

豊後大野市千歳地区

大分県

ぶんごおおの ちとせ

《平面図》 《諸元等》

事業区間 ：大分県豊後大野市千歳

延 長 ：約０．１ｋｍ

Ｒ ７ 補 正 ：１．４３億円（事業費）

ぶんごおおの ちとせ

至 竹田市

至 大分市

事業箇所

《対策イメージ》

■一般国道５７号は、大分県大分市を起点とし長崎県長崎市に至る全長約２２０kmの主要幹線道路であり、第一次緊急
輸送道路に指定。

■土砂災害等による道路の通行止めのリスクを解消するため、補正予算の充当により、国道５７号豊後大野市千歳地区
において、排水ボーリング及び補強材挿入等の法面対策工事を実施することで、安全・安心で信頼性の高い道路ネッ
トワークの確保を図る。

崩壊（すべり）の恐れ

ぶんご おおの ちとせ

おおいた おおいた ながさき ながさき

【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】



事業区間 ：大分県中津市山国町守実

～日田市大字三和

延 長： ８．８ｋｍ

全体事業費： ４０８．０億円

Ｒ ７ 補 正 ： ４４．７億円（事業費）

■国道２１２号日田山国道路は、中津日田道路の一部を構成し、国道２１２号の災害による全面通行止め箇所、冬期の凍結多発

区間、道路防災点検要対策箇所及び線形不良箇所を回避することにより、生活圏の連携強化、大分自動車道及び重点港湾

中津港へのアクセス強化による産業の活性化を目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事を実施するこ
とで、道路ネットワークの機能強化を推進。

国道２１２号 日田山国道路【補助】
な か つ ひ たひ た や ま く に

ひ た や ま く に

《諸元等》
な か つ やま く に ま ち

ひ た み わ

も り ざ ね

《位置図》 《現地状況写真》

▲ 積雪凍結事故発生状況

写真① 写真② 写真③

▲ 積雪凍結事故発生状況 ▲風水害による土砂流出状況

な か つ

道路－２７

《路線位置図》

日田山国道路 延長8.8km

写真③

写真①

ひ た やまくに

物流ネットワークの強化
災害に強い道路ネットワークの形成

医療施設へのアクセス向上

ひ

た

み
わ

な
か
つ

や
ま
く
に
ま
ち
も
り
ざ
ね

（終） （起）

■

■

田口IC

E10

中津IC

E34

（仮）三和ＩＣ

至 豊前市

至 宇佐市

至 玖珠町

至 朝倉市

至 日出町

なかつ

ぶ ぜんなか つ ひ た

う さ

く す

あさくら

ダイハツ
九州

ひ た

日田市

中津市
なかつ

ひ た

なか つ

み わ

ふじやま

かみしがわ

にしありたまめた

おおつるくまとり

ひ たやまくに

ひ た やまくに

○災害、事故等に対する信頼性の高い道路ネットワークの形成

○中津市・日田市から第３次救急医療施設（別府・大分・北九州

・久留米）へのアクセス向上に寄与

《整備効果》

日田山国道路

大分県

ひたやまくに

写真②

ひ

た

な
か
つ

至 日田市
ひ た

至 中津市
なかつ 至 中津市

なかつ

至 中津市
なかつ

至 日田市
ひ た

至 日田市
ひ た

【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】



■国道２１８号五ヶ瀬高千穂道路は、九州横断自動車道延岡線の一部を構成し、国道２１８号の防災課題箇所及び線形不良箇所
を回避することにより、走行性、安全性の向上や、災害時の救急活動等の防災機能向上に寄与する道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事、橋梁下部工工事
を実施することで、道路ネットワークの整備・機能強化を推進。

ご  か せ  たか   ち    ほ のべ   おか

《位置図》

宮崎県

五ヶ瀬高千穂道路

《諸元等》
○当該道路の整備により、国道２１８号の線形不良箇所（６０箇所）や

防災課題箇所（５箇所）等を回避する緊急輸送道路として機能し、

道路ネットワークの機能強化を推進。

▲H28熊本地震 国道218号

至 熊本至 熊本

▲R4台風14号 国道218号

写真① 写真②

国道２１８号 五ヶ瀬高千穂道路【直轄】
ご     か    せ   たか ち ほ

五ヶ瀬

町役場

国道218号（並行現道）

写真①

写真②

至 

延
岡山都町 五ヶ瀬町

H23.9.20(冠水)6.5h
片側通行止め

H28熊本地震により被災(落石)
片側通行止め

R4.9.18(土砂堆積).
通行止め

五ヶ瀬高千穂道路
延長9.2km

宮崎県熊本県

ご か せ たか ち ほ

至 

熊
本

高千穂町
たか ち   ほ ちょう

やま と ちょう ご    か  せ ちょう

防災課題箇所

高千穂
町役場

【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】

事 業 区 間

延 長
全 体 事 業 費
Ｒ ７ 補 正 

：

：
：
： 

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町

  ～西臼杵郡高千穂町

９．２ｋｍ
５５９億円

１７．９億円（事業費）

にし うす   き    ご  か  せ ちょう

にし うす   き  たか   ち   ほ  ちょう

《路線位置図》

《整備効果》

道路－２８

至 延岡 至 延岡

五ヶ瀬高千穂道路
延長9.2km

ご か せ たか ち ほ

高千穂IC
（仮称）五ヶ瀬東IC

（仮称）

熊本県 宮崎県

至 北九州市至 福岡市

高千穂雲海橋道路
延長3.3km

蘇陽五ヶ瀬道路
延長7.9km

雲海橋交差点

蘇陽IC
（仮称）

矢部清和道路
延長10.3km

清和IC
（仮称）

山都通潤橋IC

九州横断自動車道延岡線 延長約95km

至 宮崎市



■国道２２０号日南・志布志道路、油津・夏井道路、南郷奈留道路は、地域観光振興及び、木材輸送などの産業活動、医療活動を
支援し、並行する国道２２０号の線形不良個所や事故率の高い箇所等を回避するとともに、災害時の救助活動等にも機能する
安全で円滑な高速ネットワークの形成を目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、国道２２０号日南・志布志道
路において改良工事、橋梁下部工工事、油津・夏井道路において改良工事、橋梁上部・下部工工事、南郷奈留道路において調
査設計を実施することで、道路ネットワークの整備・機能強化を推進。

国道２２０号 日南・志布志道路、油津・夏井道路、南郷奈留道路【直轄】
にち なん  し  ぶ  し  あぶら つ なつ   い  なん  ごう   な        る

にち   なん    し       ぶ       し                                あぶら   つ          なつ    い                                 なん   ごう      な       る

《位置図》 《整備効果》《諸元等》

【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】

一般国道220号
日南・志布志道路
油津・夏井道路
南郷奈留道路

事 業 区 間

延 長

全 体 事 業 費

Ｒ ７ 補 正 

：宮崎県日南市大字東弁分

  ～鹿児島県志布志市志布志町志布志

： ４０．７ｋｍ
日南・志布志道路：6.9km（うち宮崎県：3.2km、鹿児島県：3.7km）、
油津・夏井道路：20.5km（うち宮崎県：16.1km、鹿児島県：4.4km）、
南郷奈留道路：13.3km

： １，９７０億円
日南・志布志道路：549億円（うち宮崎県：305億円、鹿児島県：244億円）、
油津・夏井道路：771億円（うち宮崎県：677億円、鹿児島県：94億円） 、
南郷奈留道路：650億円

： ４８．６億円（事業費） 
日南・志布志道路：19.2億円（うち宮崎県：14.5億円、鹿児島県：4.7億円）、
油津・夏井道路：28.4億円（うち宮崎県：17.8億円、鹿児島県：10.6億円）、
南郷奈留道路：1.0億円

にちなん          ひがしべんぶん

し  ぶ   し          し    ぶ   し ちょう し   ぶ   し
○並行する国道２２０号は、南海トラフ巨大地震に伴う津波による浸水
想定路線。これまでに、法面崩壊や冠水による全面通行止めが発生。

○当該道路の整備により、津波に対して十分な高さを確保し、大規模
災害時における緊急輸送道路として機能することで、道路ネットワー
クの機能強化を推進。

清武
JCT

E78

宮崎市

日南市

志布志市

串間市

清武南
IC

日南北郷IC

日南・志布志道路

(志布志区間)
延長3.7㎞至 

鹿
屋
市

(仮称)
串間IC

(仮称)
油津IC 日南東郷IC

事前通行規制区間

油津・夏井道路

(串間・夏井区間)
延長14.1㎞

日南・志布志道路

(日南区間)
延長3.2㎞

油津・夏井道路

(油津区間)
延長6.4㎞

至 

延
岡
市

油津港

志布志IC

(仮称)
夏井IC

南郷奈留道路
延長13.3㎞

(仮称)
南郷IC

志布志港

(仮称)
奈留IC

にちなん  し   ぶ   し

し   ぶ   し

にちなん  し   ぶ   し

にちなん

あぶらつ  なつ  い

くし  ま     なつ  い

あぶらつ  なつ  い

あぶらつ
なんごう な   る

宮崎県
鹿児島県

《路線位置図》

至 延岡市

（

至 鹿屋市

東九州道
日南東郷～志布志間

計画高
（約9m～145m）

国道２２０号

：津波浸水イメージ

東九州道 日南東郷～志布志間に
並行する国道220号の約３割※1が

津波浸水により通行不能
津波浸水深(0.3m～10m)※2

現道高
（約2m～112m）

（※1）東九州道 日南東郷～志布志間に並行する国道220号のうち、
最大津波浸水深（宮崎県、鹿児島県推定）と現道高を比較し、
最大津波浸水深より低い区間の延長割合

（※2）出典：県としての新たな「津波浸水想定」の設定について【宮崎県】
   鹿児島県津波浸水想定の設定について【鹿児島県】

至
延
岡
市

至
鹿
屋
市

冠水
（平成30年9月）

写真① 写真②
法面崩壊
（令和6年10月）

地震による落石
（令和6年8月）

写真③

至 延岡市

至 鹿屋市

にち   なん    し       ぶ       し

あぶら   つ          なつ     い                                                         なん    ごう     な       る

主要地方道

一般県道

凡 例

事業中

津波浸水
想定区域

高規格道路

開通済
（４車線）

開通済
（２車線）

一般国道
（４車線）

一般国道
（２車線）

一般国道等

防災点検
要対策箇所

道路－２９



全景 近景 （起点側） 近景 （終点側）

■一般国道１０号は、福岡県北九州市を起点とし鹿児島県鹿児島市に至る延長約５００ｋｍの主要幹線道路であり、第一次緊急
輸送道路に指定。

■予防保全型インフラメンテナンスへの転換を図るため、補正予算の充当により、一般国道１０号延岡河川国道事務所管内にお
いて、道路標識等の整備を実施することで、早期に対策が必要な道路施設の老朽化対策を集中的に実施。

宮崎１０号 維持管理（老朽化対策 附属物修繕）【直轄】

《諸元等》

事業区間 ：宮崎県延岡市～日向町

（延岡河川国道事務所管内）

延 長 ：約６４ｋｍ

Ｒ ７ 補正 ：０．３億円（事業費）

《平面図》

《現地状況写真》

のべおか ひゅうが

《位置図》

《対策イメージ》

道路－３０
【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】

延岡河川国道事務所管内
のべおか

宮崎県

至 佐伯市

至 門川町

事業箇所（延岡市）

ふくおか きたきゅうしゅう かごしま かごしま

のべおか



○宮崎県えびの市から
鹿児島県伊佐市まで、
約１５分の時間短縮。

国道４４７号 真幸・青木バイパス【補助】
道路－３１

《位置図》

《整備効果》

《諸元等》 《現地状況写真》

鹿児島県 宮崎県

【鹿児島県】
国道447号
青木工区
延長0.8km

【宮崎県】
国道447号
真幸工区
延長2.2km

県
境

写真①

えびの市

う
ち
た
て

え
び
の
市
内
竪

い
さ

お
お
く
ち
あ
お
き

伊
佐
市
大
口
青
木

凡 例

供 用 済

事 業 中

災害等箇所× × ×

××

《路線位置図》

伊佐市
い さ

伊佐市役所

えびの市役所

宮崎自動車道

供用済み
延長1.0km

まさき あおき

国道447号 真幸・青木バイパス
延長5.0km（宮崎県・鹿児島県）

凍結による脱輪

写真①

至 えびの市

至 伊佐市

××

えびの市

宮崎県

鹿児島県

い さ

伊佐市

事 業 区 間 ：宮崎県えびの市内竪～

鹿児島県伊佐市大口青木

延 長 ： ５．０ｋｍ
（宮崎県３．２ｋｍ、鹿児島県１．８ｋｍ）

全体事業費 ： ２７２億円
（宮崎県２０５億円、鹿児島県６７億円）

R ７ 補 正 ： ８．０億円（事業費）
（宮崎県８．０億円、鹿児島県０億円）

いさ おおくち あおき

うちたて

【一般部】 【トンネル部】

×

写真② 至 伊佐市

至 えびの市

写真②

ま さき あお き

■国道４４７号真幸・青木バイパスは、九州縦貫自動車道と南九州西回り自動車道を結ぶ路線の狭隘区間解消を目的とした県

境を跨ぐ道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、道路改良工事を実施するこ

とで、道路ネットワークの機能強化を推進。

ま さき あお き

幅員狭小・線形不良

供用済み
延長1.0km

い さ

い さ

い さ い さ

真幸・青木バイパス
まさき あおき

きゅうしゅう みなみきゅうしゅう

○災害による通行止め
が発生(R元～R5：5件）
していることから、道路
整備で通行止回数の減
少が期待できる。

【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】



■国道448号は、第二次緊急輸送道路に指定されており、災害時に避難・救助・物資供給等の応急活動を支える重要な道路。

■当該道路は地すべりの影響で擁壁の変状や路面のクラック等が見られ、道路が寸断されると広域迂回が発生するため、早急な対策が必要。

■災害による道路ネットワークの寸断を防止するため、補正予算の充当により、国道４４８号の工事（押え盛土工等）を実施することで、

道路法面・盛土対策を推進。

国道４４８号（磯平工区） 土砂災害対策道路事業【補助】 道路－３２
【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】

いそ ひら

《現地状況写真》

ブロック積の変状 舗装のひび割れ

【砂防事業】表面排水工

【道路事業】押え盛土工、擁壁工
横ボーリング工

448号

・斜面の表面水を排水することにより、地盤内に浸透する雨水
を軽減し、地下水位の上昇を抑制する。

・地すべり土塊の下部に盛土することにより、
地すべり抵抗力を付与する。

・横ボーリング工により地下水位の上昇を抑制する。

串間市 市木支所

集落

集落

集落

迂 回 路11.3km

砂防事業

通常経路
5.1km

《平面図》

《効果》

《対策イメージ》

事 業 区 間

延 長
全体事業費
Ｒ ７ 補 正

：宮崎県串間市市木

： 0.3km
： 9.5億円
： 2.0億円(事業費)

・砂防事業との連携により、道路事業における擁壁工および押え盛土工の規模を縮小することが可能となり、コスト縮減が図られる。
・脆弱箇所が解消されることにより、緊急輸送道路としての安全な交通の確保が可能となる。

《位置図》

事業箇所

【集落～串間市市木支所間】
通 常 5.1km 7分
迂回路 11.3km 17分

：土砂災害特別警戒区域

：土砂災害警戒区域

：迂回路

：通常経路

事業箇所

《諸元等》

横ボーリング工

横ボーリング工

地すべりによる影響で擁壁の変状や
路面のクラック等が見られる。

地すべり

急傾斜地の崩壊

砂防事業

事業箇所

【砂防事業】
表面排水工

【道路事業】
押え盛土工
擁壁工
横ボーリング工

道路

山側海側 砂防事業との連携により
規模縮小

横ボーリング工の規模縮小

押え盛土工の
規模縮小

くしまし いちき

くしまし いちき

くしまし いちき



■国道３号芦北出水道路は、南九州西回り自動車道の一部を構成し、自然災害等による九州縦貫自動車道の通行止め時の代替機能   
の確保等を目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事、橋梁上部工工事
を実施することで、道路ネットワークの整備・機能強化を推進。

《位置図》 《諸元等》

あし  きた   い ず み みなみきゅうしゅうにし

鹿
児
島
県
出
水
市
下
知
識
町

い
ず
み

し
も
ち
し
き
ち
ょ
う

H27年度開通
延長7.7㎞熊

本
県
葦
北
郡
芦
北
町
花
岡

あ
し
き
た
ぐ
ん
あ
し
き
た
ま
ち
は
な
お
か

事業中
延長16.3㎞

H30年度開通
延長5.6㎞

芦北出水道路 延長29.6㎞
あしきた いずみ

凡例

高規格道路
一般国道

  主要地方道
一般県道

          事業中区間

至 

鹿
児
島
市

至 

八
代
市

至 湧水市

【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】

国道３号 芦北出水道路【直轄】
あし     きた         い  ず  み

事 業 区 間

延 長
全 体 事 業 費
Ｒ ７ 補 正 

：

：
：
： 

熊本県葦北郡芦北町花岡

～鹿児島県出水市下知識町

２９．６ｋｍ
１，９２３億円

３１．８億円（事業費）
（うち熊本県  １４．５億円、

鹿児島県 １７．３億円）

あし  きた あし  きた  まち  はな  おか

い ず み しも    ち    しき  ちょう

《路線位置図》

道路－３３

12,054 

17,232 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

平常時 異常時

交
通
量
（
台
／
日
）

▲ 写真①：九州縦貫道（人吉球磨SIC付近）
 の積雪状況

■九州縦貫道通行止め時の南九州道
の通行可能割合

資料：八代河川国道事務所調査
対象：八代IC～鹿児島ICの通行止め回数

（雨雪による九州縦貫道通行止め時）
期間：H27～R6

資料：八代河川国道事務所調査
期間：平常時)九州縦貫道：規制無し 

H28.1.12(火),2/2(火)の平均
異常時)九州縦貫道：通行止め H28.1.19(火)

南九州西回り自動車道の
交通量が約４割増加

▲ 九州縦貫道と南九州道の概況図

○南九州西回り自動車道と九州縦貫自動車道でダブルネットワークを形成
することで、道路ネットワークの機能強化を推進。

《整備効果》

25回(約6割)
九州縦貫道 ：通行止め
南九州西回り道：規制無し

19回(約4割)
九州縦貫道 ：通行止め
南九州西回り道：通行止め

九州縦貫自動車道が通行止め時でも
南九州西回り自動車道は走行可能！

（至）熊本市

積雪により
八代JCT～えびのIC間で

約３６時間※の全面通行止めが発生

※R7.2.5(水)2:00
 ～2.6(木)13:38

・八代JCT～人吉IC間：H28.1.19(火)0:00～1.20(水)12:10
・人吉IC～えびのIC間：H28.1.19(火)21:47～1.20(水)12:10

■九州縦貫道通行止め時の南九州道
 の交通量変化

断面①：南九州西回り自動車道(日奈久IC～田浦IC)
ひ な ぐ  たのうら
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新設・増設企業

新規雇用者数

南九州西回り自動車道の
供用が企業立地を後押し！

阿久根川内道路
 H27新規事業着手

川内隈之城道路
H27.3.7全線開通

出水阿久根道路
H29.11.12全線開通

鹿児島県

■国道３号阿久根川内道路は、南九州西回り自動車道の一部を構成し、九州南西部の地域経済の活性化及び高速定時制の確
保を目的とする道路。

■物流・人流の速達性向上のため、補正予算の充当により、改良工事を実施することで、地域を支える産業等の生産性向上に寄
与し、日本経済の成長につながる道路の整備を推進。

あ   く    ね   せん   だい

○南九州西回り自動車道の開通に伴い国内大手の半導体会社などの企業

 進出が増加しており、新たな工業団地（川内港久見崎みらいゾーン）が建設
 される等、企業立地が進んでいる。

○阿久根川内道路の整備により、地域におけるさらなる雇用の促進、経済活
 動の支援が期待。

▲薩摩川内市の｢立地協定締結件数｣及び｢新規雇用者数｣の推移

※R4年度以降に立地協定した8社の新規雇用者数は見込み人数
出典：薩摩川内市（R7.2.19時点）

【生活の安全保障・物価高への対応】

国道３号 阿久根川内道路【直轄】
あ   く    ね   せ ん    だ い

《位置図》 《諸元等》
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あ  く   ね

阿久根IC

にしめ

西目IC （仮称）

おおかわ

大川IC （仮称）

ゆ だ にしかた

湯田西方IC
（仮称）至 出水市

凡 例

高速道路
一般国道

主要地方道
一般県道

事業中区間

至

鹿
児
島
市

立地協定企業

立地協定企業のうち
近年、新設増設した企業

＜阿久根市での企業増設等の動き＞
食品加工会社 ： R4.7  増設・稼働開始
電子部品製造 ： R4.11増設・稼働開始
水産加工会社 ： R6.9  増設・稼働開始

＜薩摩川内市での企業増設等の動き＞
電子部品製造 ： R4.11増設・稼働開始
運送会社  ： R6.1増設・稼働開始
食品加工会社 ： R6.4増設・稼働開始

▲ 阿久根市、薩摩川内市の立地協定(H24～R6)企業位置図 資 料：薩摩川内市 提供資料
鹿児島県ＨＰ

重要港湾
川内港

あ く   ね せん だい

阿久根川内道路 延長22.4km

さつませんだいみずひき

薩摩川内水引IC

事 業 区 間

延 長

全 体 事 業 費

Ｒ ７ 補 正 

：

：

：

： 

鹿児島県阿久根市鶴川内    

 ～薩摩川内市水引町

２２．４ｋｍ

１，１８５億円

１０．５億円（事業費）

あ   く  ね  つる  がわ うち

さつ  ま せん だい みずひきちょう

《路線位置図》

《整備効果》
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き
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鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
水
引
町

川内港久見崎
みらいゾーン

せんだいこう  ぐ み ざき

せん  だい  こう     ぐ     み    ざき

国内大手の
半導体製造会社

道路－３４

 あ     く    ね

阿久根市

さつ ま せん だい

薩摩川内市



国道２２０号 牛根境防災【直轄】

【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】

■国道２２０号牛根境防災は、異常気象時の事前通行規制や斜面崩壊等の災害による通行止めを回避し、災害に強い道路

ネットワークの確保を目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事を実施する

ことで、道路ネットワークの整備・機能強化を推進。

う し     ね    さかい

《位置図》

鹿児島県

牛根境防災

《諸元等》

事業区間：鹿児島県垂水市牛根境

    ～霧島市福山町

延 長：４．５ｋｍ

全体事業費：３００億円

Ｒ７補正：６．７億円（事業費）

たる みず  うし   ね  さかい

きり しま ふく やま ちょう

▲異常気象時に孤立する
可能性がある世帯数
出典：令和2年国勢調査

▲通行規制時間
(国道220号牛根境防災4.5km)

出典：H27～R6の通行規制実績
（大隅河川国道事務所）

至 鹿屋市

至 霧島市

▲ R4.9 国道220号への土砂流入

写真①

至 霧島市

至 鹿屋市

○当該道路の整備により、異常気象時の事前通行規制区間
による孤立集落の発生を解消し、災害に強い道路ネット
ワークを構築。

《整備効果》

▲ H24.6 斜面の崩壊

《路線位置図》

写真②

霧島市
きりしま

たるみず

（
起
）
鹿
児
島
県
垂
水
市
牛
根
境

垂水市

異常気象時通行規制区間 延長３．８ｋｍ
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国道２２０号 牛根境防災
延長４．５km

（
終
）
鹿
児
島
県
霧
島
市
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町

至

鹿
屋
市 至

霧
島
市
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の   
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り
し
ま

境地区公民館
さかい

牛根境集落
（約２７９世帯）

さかい

道路－３５うし ね さかい

R4.9被災箇所
H24.6被災箇所



鹿児島２２０号 交通安全対策【直轄】 道路－３６
【生活の安全保障・物価高への対応】

■当該箇所は、近傍に菱田小学校や病院、郵便局などの施設が立地し、児童・生徒の通学路に指定され、また、一般の方々に

多く利用されているが、狭小な歩道幅員区間があるため、児童や歩行者等の安全が確保されていない状況。

■本事業は、歩道の拡幅を行うことにより児童や歩行者の安全・安心な歩行空間の確保を行う事業。

■通学路等の安全な通行を確保するため、補正予算の充当により、菱田歩道整備の改良工事を実施することで合同点検結果

等を踏まえた交通安全対策を推進。

ひし だ

ひし だ

〇国道２２０号 菱田歩道整備
《位置図》

事業箇所

《諸元等》

事 業 区 間 ：鹿児島県曽於郡大崎町菱田

延 長 ： ０．６ｋｍ

Ｒ ７ 補 正 ： １．５億円

《計画横断図》

現況

計画

《平面図》

《現地状況写真》

そ お おおさき ちょう ひしだ

ひし だ

しぶし

かのや

菱田小学校

菱⽥歩道整備
延⻑0.6km

撮影位置

至 志布志市

至 鹿屋市

： 事業箇所
： 通学路
： 学校

A

A´

ひしだ

ひしだ

〶 ⾄ 志布志市
しぶし

⾄ ⿅屋市
かのや

⛨



鹿児島３号 電線共同溝【直轄】

■無電柱化は、防災、安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図ることを目的として事業を推進。

■補正予算の充当により、当該箇所の無電柱化を推進することで、災害時における緊急輸送道路の機能確保並びに安全で快適
な歩行空間の確保を図るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援。

道路－３７

《対策イメージ》

歩道空間の確保

緊急輸送道路の機能確保

良好な都市景観の形成

《整備効果》
○災害等による電柱の倒壊がなくなることで、安定したライフラインの供給
が可能となり、防災空間としての機能拡大が期待。

○歩行空間が確保されることで、安全で快適な通行が可能。

○国道３号 伊敷脇田電線共同溝

3

やぎ座公園

鹿児島市
西消防署伊敷分遣隊

鹿児島市役所
伊敷支所

至 日置市
ひおき

至 鹿児島市街
か ご し ま

（起）鹿児島市伊敷八丁目

写真

3

鹿児島北IC

鹿児島北IC

（終）鹿児島市伊敷三丁目

伊敷脇田地区電線共同溝
延長１．４ｋｍ（上下）

事 業 区 間 ：鹿児島県鹿児島市伊敷八丁目

～鹿児島県鹿児島市伊敷三丁目

延 長：１．４ｋｍ

全体事業費： ２１億円

Ｒ ７ 補正： ０．７億円

い し きか ご し ま

か ご し ま い し き

か ご し ま

か ご し ま

い しき わき た

《現地状況写真》

《路線位置図》

《諸元等》

伊敷脇田地区電線共同溝

鹿児島県

道路閉塞の恐れ

狭隘な歩行空間

都市景観の阻害

【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】

◎電線共同溝とは、道路の地下空間を活用して電力線、通信線等をまとめて収容する手法

≪位置図≫



■一般国道３号は、福岡県北九州市を起点とし鹿児島県鹿児島市に至る全長約４８０ｋｍの主要幹線道路であり、第一次緊急

輸送道路に指定。

■予防保全型インフラメンテナンスへの転換を図るため、補正予算の充当により、国道３号薩摩川内市都町地区において、

セメント・コンクリート舗装工事等を実施することで、早期に対策が必要な道路施設の老朽化対策を集中的に実施。

鹿児島３号 維持管理（老朽化対策 舗装修繕）【直轄】 道路－３８

《平面図》

《現状状況写真》 《対策イメージ》

全景 近景至熊本市

至鹿児島市

《位置図》

鹿児島県

薩摩川内市

都町地区

さつま せんだい

みやこまち

《諸元等》

事業区間 ：鹿児島県薩摩川内市都町地区

延 長 ：約０．４ｋｍ

Ｒ ７ 補 正 ：０．９億円（事業費）

さつませんだい みやこまち

さつま せんだい みやこまち

至熊本市

至鹿児島市

【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】

事業箇所

ふく おか きたきゅうしゅう か ご しま か ご しま

至 阿久根市

至 いちき串木野市



ほく さつ

北薩横断道路

宮之城道路

延長10.0km

溝辺道路

延長14.0km

鹿児島空港
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つ
ま
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みやのじょう

溝辺鹿児島空港

横川

栗野

阿久根北

阿久根

西目(仮)

大川(仮)

湯田西方(仮)

薩摩川内高江

至 鹿児島市

至 人吉市

至 八代市

至 姶良市

さつま町

出水市

阿久根市

薩摩川内市

霧島市

伊佐市

湧水町

姶良市

高速道路

一般国道

主要地方道

北薩横断道路

凡 例

開通区間

事業中区間

当該区間
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■国道５０４号阿久根高尾野道路は、北薩地域と鹿児島空港を結ぶ北薩横断道路の一部を構成し、九州縦貫自動車道や南九州西回り自動車道など

と一体となった広域ネットワークを形成する道路であり、鹿児島空港へのアクセス向上による水産業の販路拡大や北薩地域の産業活性化に資する

道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事・橋梁下部工事を実施することで、道路

ネットワークの機能強化を推進。

国道 ５０４号 阿久根高尾野道路【補助】
道路－３９

あ く ね たか お の ほく さつ

《位置図》

事 業 区 間 ：鹿児島県出水市高尾野町下高尾野

～阿久根市折口

延 長 ： ９．０ｋｍ
全体事業費 ： １２５億円
Ｒ７ 補 正 ： １０．２億円（事業費）

いずみ たか お のちょうしも たか お の

《路線位置図》

《諸元等》 《現地状況写真》

《整備効果》

あ く ね たか お の

臨港道路 大型車の渋滞状況

【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】

あ く ね おりぐち

お
お
ま
る

大
丸
（仮
）

野
田
南
（
仮
）

至 鹿屋市

至 阿久根市

写真②

至 鹿児島空港

写真①

至 阿久根市

至 鹿児島空港

野田川

H18.7鹿児島県北薩豪雨 H18.7鹿児島県北薩豪雨(河川氾濫)）

525 
709 

1,275 

1,649 

1,898 

1,507 1,558 
1,822 

1,920 

548 1,118 

1,722 
1,828 

2,522 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000 H24.2
薩摩道路開通

H31.3
泊野道路開通

R6.3.3
広瀬道路開通

※R2・R3の輸出額減少は，新型コロナウイルス感染拡大による影響

＜長島町 東町漁協のブリ海外輸出実績＞

※鹿児島県商工労働水産部 提供データ

●近年の主な輸出実績

アメリカ、シンガポール、中東、
ベルギー、イギリス、スイス、

イタリア、スペイン、オーストラリア、
香港、台湾、中国 など

○災害、事故等に対する信頼性の高い道路ネットワークの形成。
○鹿児島空港へのアクセス向上に伴い、これまで長距離輸送に頼ってきた
特産品の水産物は、鮮度向上が図られ、国内外を問わず飛躍的な販路
拡大が見込まれる。

長島町

鹿児島空港

◎東町漁業協同組合

阿久根高尾野道路
北薩横断道路

熊本県

①

至 鹿児島市

至

人
吉
市

至 八代市

至 姶良市

②

(百万円)

か ご しま

東町漁業協同組合（長島町）が
稚魚から出荷まで一貫生産を行うブランド魚

野田

の
だ
み
な
み

阿久根

高尾野道路

延長9.0km

あ く ね

たかおの

野田川

高尾野北
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②

ほく さつ

あ く ね たか お の

ながしまちょう あずまちょう

あ く ね

のだ のだ

あ く ね

ほく さつ

(年度)

阿久根髙尾野道路
あ く ね たかおの

ひとよし

あいら
かごしま

やつしろ
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い ず み

さつ ま せんだい

あ い ら

い さ

きりしま

やつしろ
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と
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ながしまちょう

あいら



■ 国道３８９号黒之瀬戸大橋は、阿久根市と長島町を結ぶ緊急輸送道路（第二次）の橋梁であり、１９７４年（橋令５１年）の架
橋から老朽化が進み、早期に措置を講ずべき状態。（判定区分Ⅲ）

■ 黒之瀬戸大橋は、鋼材・添接板の腐食や検査路の破断などの劣化が著しく進行していることから、補正予算の充当に よ

り新技術を活用した塗替塗装工等の修繕工事を推進することで、緊急輸送道路の機能強化や地域防災上の安全・安心の
確保を図るとともに、予防保全型メンテナンスへの早期転換を図る。

道路－４０
【危機管理投資・成長投資による強い経済の実現】

国道３８９号 黒之瀬戸大橋 道路メンテナンス事業【補助】
くろ の せ と お お は し

くろ の せ と おおはし

《代表箇所》

○事業箇所：黒之瀬戸大橋（橋長：５０２ｍ）

○架設年次：１９７４年（昭和４９年）

○判定区分：Ⅲ（２０２２年点検）

○路 線 名 ：国道３８９号

○所 在 地 ：鹿児島県阿久根市・長島町

《位置図》

《平面図》

《事業箇所(全景)》

《現地状況写真》

《対策イメージ》

腐食状況(検査路)腐食状況(ハンドホール内部)

あ く ね ながしまちょう

く ろ の せ と お お は し

あ く ね ながしまちょう

くろ の せ と

《長寿命化修繕計画》

〇計画の名称：鹿児島県橋梁長寿命化修繕計画
〇事業主体：鹿児島県
○Ｒ７補正 ：９．５億円（事業費）

宮崎県

熊本県

鹿児島県

事業箇所

黒之瀬戸大橋
くろのせとおおはし

至 長島町

至 阿久根市

ながしまちょう

あ く ね

おおはし

至 長島町 至 阿久根市

新技術活用例（塗装塗替工）

従来技術 △有害物質を含む塗膜ダストの飛散対策が不可欠
△研削材の使用による有害廃棄物量の増加
△電動工具を使用する場合，作業効率が悪く

大面積の施工に不向き

新技術（水系塗膜はく離剤）

◎剥離剤塗布により軟化した塗膜の
スクレーパーによる除去のみであるため、
作業性が良い。

◎産業廃棄物は剥離剤を含んだ塗膜のみ
であり、少量となる。

◎塗膜回収のための特別な仮設備は不要
⇒ コスト縮減効果：１５０千円／橋

新技術情報提供システム（NETIS）HPより

NETIS登録番号：KT-160043-VE
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